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ɹا業͸サステナビリティ޲上に޲けたऔり組みを、ا業
の戦略、ҙࢤܾఆにෆ可ܽなཁૉとしͯऔりೖΕ、自らを
มֵし、ࣾ会的՝題のղܾにߩݙすることでا業価஋を持
続的に高Ί͍ͯくことが可能となりますɻSO.POホール
ディングスグループ͸、こΕから΋༷ʑなステークホルダ
ーと協ಇしながら、本業で͋る「҆৺・҆શ・݈߁」に関
する෼野で、サステナブルなࣾ会の࣮ݱ΁のߩݙとグルー
プの成長を目ࢦし͍͖ͯますɻ
ɹここで͸、ESDと特にかかΘりのਂ͍サステナブルなࣾ
会࣮ݱの基盤となる「人づくり」に関するSO.POホール
ディングスグループのऔり組みを͝঺介しますɻ
ʮ$40ϥʔχϯά੍౓ʯ
ɹ大学生・大学Ӄ生をશ国の環境CSO（NPONGOをแؚ
する֓念）໿40団ମに⚘ヶ月間インターンとしͯ長ظ೿ݣ
する࢓組みɻଛอジャパン日本興ѥ環境財団が2000年から
࣮ࢪしͯおり、2017年度までに1014名がमྃしましたɻ
NPONGOと協ಇで、ࢀՃ学生に環境問題΍市民ࣾ会׆ಈ
につ͍ͯ学Ϳ機会をఏڙし͍ͯますɻ人ࡐ育成෼野におけ
るا業とNPONGOとの協ಇ事ྫですɻ
ɹ
ʮࢢຽͷͨΊͷ؀ڥެ։ߨ࠲ʯ
ɹ公益ࣾ団法人日本環境教育フォーラムとのڞ催で1993年
から࣮ࢪし͍ͯる一般市民޲けの環境講座ɻ日本における
ا業とNPONGOとのパートナーシップの૲෼けで͋り、
今年で26年目をܴ͍͑ͯますɻ2017年度͸、「ւからの環
境問題」、「ະདྷੈ代΁のメッセージ」、「自然ࡂ֐΁の備͑
と環境問題」のࡾつのテーϚで、⚙人の専໳家に講演͍た
͖ͩましたɻೝࣝからߦಈ΁、市民のҙࣝとߦಈのมֵを
ଅすことを目的とし͍ͯますɻ
ɹ
ʮ4"7&+"1"/ϓϩδΣΫτʯ
ɹ自ಈंอݥの͝ܖ໿者にࢴを࢖Θな͍8E#໿׺をબ୒
し͍ͯた͍ͩた場合΍、事ނ࣌にリサイクル部඼を׆༻͍
た͍ͩた際に࡟ݮで͖たコストの一部を׆༻し、શ国の
NPONGOと協ಇしͯ、શ国で市民ࢀՃܕの生෺多༷性อ
શ׆ಈをߦ͍ͬͯますɻ地域ॅ民とଛอジャパン日本興ѥ
のࣾ員が一ॹになͬͯ、શ国֤地で「͍͖΋のがॅみ΍す
͍環境づくり」をߦうプロジェクトですɻ子Ͳ΋たちをؚ
Ήॅ民、グループࣾ員にମݧ学शの機会をఏڙし͍ͯますɻ
地域のNPO、中間支援組織、日本NPOセンターと協ಇで
࣮ࢪし͍ͯますɻ
ʮ๷ࡂδϟύϯμϓϩδΣΫτʯ
ɹকདྷを担う子Ͳ΋達とͦのอޢ者を対৅に、ࡂ֐から਎
をकるたΊの஌ࣝ΍҆શなߦಈを学Μで΋らうことを目的
とした、ଛ֐อݥ会ࣾならで͸の๷ࡂ教育のීٴܒ発プロ
グラムɻ人形劇団「ΏΊみトランク」・NPO法人「プラス
アーツ」の力をआりながら、「๷ࡂ人形劇」΍「ମݧܕ๷
ࡂワークシϣップ」を࣮ࢪし͍ͯますɻ
ɹこうしたऔり組みを௨͡、ࣾ会的՝題のղܾに޲けͯا
業がܧ続的に力を発شするたΊに͸、NPONGOを࢝Ίと
する༷ʑなステークホルダーと日常的なަྲྀ΍対話をॏͶ
相互にメリットの͋る関܎をߏஙすることがॏཁで͋ると
ೝࣝし͍ͯますɻSO.POホールディングスグループで͸、
今後΋こΕまでにங͍͖ͯたNPONGOとの関Θりを͞ら
にڧݻにしながら、͋ る͍͸関Θりํ΍͋りํをみなおし、
パートナーシップのߋなる発展を目ࢦすことで、持続可能
なࣾ会のߏஙに޲けͯの໾ׂを果たした͍とߟ͍͑ͯま
すɻ
$40ϥʔχϯάՆظ合॓ ࢢຽのͨΊの؀ڥߨ࠲ʢ೥ճ։࠵ʣ
ग़ޱ༟߁（で͙ͪ・ͻΖ΍͢）ެӹࡒஂ๏ਓଛ保δϟύン
日本ڵѥ環境ࡒஂɹ専຿理ࣄ。15年ੜまΕ。11年
ܚԠٛक़大学ܦࡁ学部ଔ。ಉ年҆ాՐࡂւ্保ݥ（ݱଛ保
δϟύン日本ڵѥ）ೖࣾ。ൿॻ部௕、޿ใ部௕、౦ژதԝ
ࢧళ௕をܦͯ、2015年かΒݱ৬。ʮ$S0ラーニンά੍౓ʯ、
ʮࢢ民ͷͨΊͷ環境ެ։講࠲ʯを௨ͯ͡ʮ環境にؔΘるਓ
ࡐҭ੒ʯにऔり૊Έ、ا業に͓͚る͜Εまでͷܦݧを׆か
ͨ͠ࡒஂӡӦとࣄ業ల։を໨ࢦ͍ͯ͠る。
